
ぎふ木遊館 企画展示

ぎふの木ネット協議会として、企画展示させていただく機会がございます。

時間のご都合があいましたら、ぜひ ぎふ木遊館さまへ足をお運びください。
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期 間：令和７年 １月１１日（土）

～ ２月 ２日（日）

場 所：ぎふ木遊館

住 所：

〒502-8503

岐阜県岐阜市学園町２－３３
展示内容などは決まり次第、ご案内いたします

ぎふ木遊館さまＨＰより 館内MAP

ぎふの木ネット協議会 特別フォーラム のご案内

ぎふの木ネット協議会では、今年の１２月前に特別フォーラムを開催いたします。

昨年は１２月に行い、多くの工務店・ビルダー、メーカーさまにご出席いただきました。

今回も特別講師をまねき、今の住宅業界が抱える問題や今後の木材利用の課題に関しての

ヒントを得られる良い機会かと思います。

テーマ『次は「エネルギー」だ！エコハウ

スのすすめ』

日にち：１１月２９日（金）

受付開始：１３：００～

開会時間：１３：３０～

場所：岐阜グランドホテル 西館２Ｆ「雪

の間」

〒502-0071

岐阜県岐阜市長良６４８

各メーカーさまから関連する商品の展示ブースも設けております。

ぜひとも予定を空けてお越しくださいますようお願いいたします。

＜ご出展メーカー＞



会員の方への情報を募集します

会員の皆様へのご報告として、ぎふの木ネット通信を発行し(年6回程度)、協議

会の活動報告などをお伝えしていきます。

今後は会員の皆様同士の情報共有を図るために、皆様からの貴重な情報を頂

き、その情報を会員の皆様へ周知したいと考えております。

展示会や近況など、お知らせしたい内容がありましたら、ぜひ事務局までご連

絡ください。

(チラシなどの印刷物をご提供いただければ、ぎふの木ネット通信の中に同封し

て会員の皆様にお送りします。)

協議会事務局：岐阜県羽島郡岐南町みやまち1-3

ヤマガタヤ産業(株)本社内 TEL  058-271-3111

ぎふの木ネット協議会の令和6年度行事予定についてお知らせいたします。

１１月 ２日（土） 岐阜県主催 ぎふ森の恵み感謝祭

３日（日） 岐阜メモリアルセンター 芝生広場にて

11月29日(金) ぎふの木ネット協議会 年末フォーラム

会場：岐阜グランドホテル２Ｆ 雪の間

テーマ：『次は「エネルギー」だ！エコハウスのすすめ』

ぜひとも予定を空けてくださいますようお願いいたします。

ぎふの木ネット協議会会員へ 特別なご案内

ぎふの木ネット協議会会員さまへ、シーシーエヌ株式会社さまからお得な特別プランのご案内です。

一般には掲示のないプランで５年間最安値と伺っております。

価格情報

サービス １年目 毎月 ２，６４０円

２～５年目 毎月 ４，２９０円

６年目以降 毎月 ５，９４０円

※ 価格はすべて税込み

その他、

レンタル機器 無料（２台）

キャッシュバック １万円 などの特典がご

ざいます。

詳しくは協議会までお問い合わせください

TEL：058-271-3111

令和6年 ぎふの木ネット協議会 イベント予定

昨年度１２月に行いました年末フォーラムでは、第一部ではサプライチェーンや

協定、健康住宅について大変に参考になる内容でご好評をいただきました。



why国産材 ｗｈｙ県産材

＜外材に振り回される日本＞

昭和２０年太平洋戦争終結。敗戦国⽇本は復興の為⼤量の⽊材を必要としたことから国産材の価格は⾼騰しました。

そこで安い外材を輸⼊しやすくしようとして関税の撤廃を推進。昭和２６年には丸太関税撤廃、昭和３９年には⽊材貿

易完全⾃由化に⾄りました。

その⼀⽅で将来の⽊材需要に対応しようと打ち出した拡⼤造林政策では遊休地、草地はもちろん広葉樹林を伐採し

てまで⼈⼯林化を推進。全国で針葉樹（杉・桧・カラ松など）⼈⼯林化が進められ、⽇本の森林⾯積の４０％（国⼟⾯積

の１/４）を占めるまで拡⼤しました。ところが⽊材貿易⾃由化以来半世紀の間に⽊材市場は、安くて豊富な外材に席巻

されました。昭和３０年には９５％だった国産材⾃給率は気が付けば平成１０年代に１８％にまで落ち込みました。

国産材価格も昭和５０年ごろをピークに⼀時３割くらいまで下落し、その結果、林業の不振により、農⼭林から若い働

き⼿が流通し⼭林労務者は⽼齢化、⼈⼯林の間伐などの保育⼿⼊れも不⼗分な状態が続いています。

先⽇業界新聞にこんな記事が掲載されていました。

「⽶松製品m3 ３,０００円くらい値上げ」 「集成平角m3 ３,０００円〜５,０００円値上げ」

急激な円安や、コストアップによる値上げの様ですが、為替や現地での事情に⼤きく供給が左右されます。前回のウッ

ドショックも外材が要因であります。⽶国の⾦利⽔準も物価上昇率の低下（⼀時９％位→３％へ）もあり引き下げられる

予測があり国内⾦利も上昇傾向にありますが、⽇本の財政的に⼤幅な債務超過を考えるとき、⼤きな⾦利上昇は考え

づらくかつての様に⼤きく円⾼に振れる事はなさそうです。

つまり当⾯国産材の優位性が続きそうです。

＜国産材から外材への歴史＞

１９８５年 インドネシア丸太輸出禁止（輸入合板時代到来）

１９８８年 日ソ合弁第一号イギルマ大陸（北洋材時代）

１９９２年 第一次ウッドショック（環境問題、南洋材暴騰から他樹種も高騰）

１９９３年 欧州材到来（南、米、北、ＮＺ、チリに次ぐ５大外材）

２００６年 第二次ウッドショック（輸入合板暴騰）

２００７年 ロシア丸太輸入税引き上げ（ロシア材離れ）

２００８年 リーマンショック（新築１００万戸時代の終焉）

２０２１年 第三次ウッドショック（空前の木材価格暴騰）

＜この４０年ほどの間の大きな変化＞

＜今後、外材使用のメリット＞

価格的に⾒ても、今後為替や資源的政治的な安定性を考

えるとき、国産材優位の状況となりそう。

また、脱炭素化やＳＤＧｓの観点からもCO2排出量は国産

材の場合、外材に⽐べ１/２から１/４くらいで収まり、明らか

な差がつきます。

ただ、せんだん⼒などについては集成や⽶松が杉を上

回っており、今後杉と異素材とのマッチングや桧ケタを利⽤

する事で課題を解決しなければならない。

とくに花粉症対策で今後杉・⼤径⽊の出材の増加予測が

あり、この有効利⽤こそ業界のミッションであります。



＜ＬＶＬやＣＬＴへの先進的取り組み＞

＜民間 行政 一体モデル ・・・・森林技術者の若返り＞
⿃取県は全国で⼀番⼈⼝の少ない県として有名

となり現在５４万⼈ほどで岐⾩市の３割増しほど

です。

⼭陰の⼩さな県で、取り⽴てて⼤きな産業が少

ない県で⼈⼝は岐⾩県の３０％以下ですが、⽊材

⽣産量は７０％以上です。資源を有効に使ってい

る県である事がデータからも伺えます。

木材産業（鳥取モデル）と（岐阜モデル）について

訪問した先は(株)オロチという会社です。 所在

地は島根県、広島県、岡⼭県との県境にある⽇南

町というところで、町の９割が⼭林という林業の

町です。

岐阜県 鳥取県

人口 １９５万 ５４万

人工林資源（７齢級以上） １.０３億m3 ０.４３億

森林率（ランキング） ８１％（２位） ７４％（３１％）

生産量（バイオマス別） ３６万m3 ２５.４万m3

日南町丸太消費量 年間 126,000㎥

オロチ消費量 48,000㎥

木材市場消費量 40,000㎥

チップ工場消費量 38,000㎥

⽇南町においては、年間成⻑量 150,000m3に対して、年間消費量が126,000㎥であり、成⻑量の８４％位を消

費するサスティナブルなバランスとなっています。

ＬＶＬとは、原⽊を合板の様にロータリーレースという機械で「かつら剥き」の様に３m/mほどの厚みで薄く切削し、そ

れを何層も貼り合わせた製品で、お菓⼦でいうバームクーヘンの様な感じです。完全なエンジニアリングウッドですが、

貼り合わせることで⽊材強度が上がる事も実験済のようです。Ｅ６０がＥ９０位になる様ですが表⽰はＥ６０としか表⽰

できないとの事でした。杉・桧ともに⽣産可能です。

⿃時流に合わせた商品構成や⽣産ラインの変更にもスピーディに取り組む必

要を感じました。また、今回訪問したＬＶＬ⽣産「オロチ」の最⼤の株主は⽇南

町森林組合であります。安定的な需要の下で素材⽣産も増え、特に⼭側で⼤

きな変化があり⼭林技術者に若い⽅がどんどん増えており、活性化が進んで

いる事です。

岐⾩も他県に学ぶことが多いと感じました。

＜今後に向けて＞

大きな流れ 新設住宅着工の急速な減少
８０万戸→ ５０万戸

非住宅構造やオフィスなどの木質化加速
脱炭素化 ＣＯ２固定化や削減

今後 県産材ラミナー生産増 → 構造用集成材の生産
ＣＬＴ、ＬＶＬの生産、ＢＰ材等の合わせ梁
端材の有効利用 など

まず規模感と省⼒化にビックリしま

した。５３,０００m2の敷地と省⼒化

させたライン、そして何より感⼼した

のは営業が⽣産計画を⽴てていると

の事。

ウッドショック時、我々流通段階で

は合板不⾜で⼤変苦労いたしました。

そういった経験も踏まえ、需要と供

給のバランスをコントロールする事

こそ、⼤切でありそのスピード感が問

われます。まさしくプロダクトアウト

からマーケットインへの発想の転換

です。歩⽌まりは７５％位まで上がっ

＜営業が生産計画＞

てきているとの事で製材⼯場よ

り優位性が⾼いようです。
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